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1 はじめに

今日，通信業界に大きな変化が訪れようとしている．こ

れまで一般的に用いられてきた回線交換式の固定電話網

から，携帯電話のモバイル網へと電話の通信が変わりつ

つある．そのため，固定電話網へ流れる通話の収益が減

り、それまで使っていた莫大な設備の交換機の運用維持

ができなくなっている．その通信業界における運用費削

減の有効策として登場したのが，IP(Internet Protocol)
を基盤とした Next Generation Network(NGN)である．
本稿では，NGN とは何か，NGN の仕組み，NGN によ
る効果，今後の展望について述べる．

2 Next Generation Network(NGN)

NGN とは，IPを基盤とした新しい電話網である．従
来の回線交換式の電話回線網を，IP技術を基盤とした電
話網に置き換えることによって，従来の回線交換機で制

御されている電話網を全て IP網で制御し，運用，保守に
かかる費用を軽減する．

　また NGN は，家庭やオフィスに設置されている固定
通信網，携帯電話のモバイル網，企業などに広がりつつ

ある IP 通信網といった異なる通信網が，通信のオール
IP化により統合され，通信設備コストの大幅な削減を図
るとともに，IPの柔軟性と高速性を生かしたサービスを
実現するネットワークである．

2.1 従来の固定電話網の仕組み

従来の固定電話網の仕組みを Fig.1に示す．Fig.1のよ
うに，従来の固定電話網では，通話音声をやり取りする際

に，発信側と着信側の間に固定的な回線をつないでいる．

回線をつなぐことで，安定した品質の通話が実現できる．

　また，電話網には電話の通話を接続したり，切断した

りする「呼制御」のための仕組みがある．従来の電話網で

は，Fig.1のように，呼制御の制御信号を伝えるために，
通話用とは別の信号回線を用意していた．

2.2 NGNの電話網の仕組み

NGN の電話網の仕組みを Fig.2に示す．Fig.2のよう
に，NGNで用いる IPを基盤とした電話網では，全ての
ユーザーが共用するネットワーク上で，通話音声を IPパ
ケットにしてバラバラに送る．このため，NGN のルー
ターは，IPパケットで運ぶ通話音声の品質を一定に保つ
QoS(quality of service) という仕組みを搭載している．
QoS は，通信の帯域を保証する機能を持つ．QoS の通
信帯域保証とは，IPパケットを種類ごとに分類し，ルー
ターがその種類に応じて転送の順序を変えるというもの

である．例えば，音声パケットが遅延すると通話品質が

低下するので，ルーターは音声パケットを優先的に転送

する．

　また，NGN の呼制御の仕組みは，Fig.2 のように，
SIP(session initiation protocol)というセッション制御
プロトコルが呼制御の制御信号も通話音声と同じネット

ワーク上で，IPパケットを使ってやり取りする．

2.3 NGNの通信網統合の仕組み

NGN の通信網統合の仕組みを Fig.3に示す．Fig.3の
ように，固定通信網，携帯電話のモバイル網，IP通信網
といった異なる通信網をオール IP化するには，IMS(IP
multimedia subsystem)という技術を使う．IMS とは，
これまで固定網，移動体通信，放送などで行なわれてい

たサービスを IP化し，融合したマルチメディアサービス
を実現するための規格である．IMSにおける通信の開始
や切断を行うセッション制御には，SIPを使う．

Fig.1 従来の固定電話網の仕組み (出典：自作)

Fig.2 NGNの電話網の仕組み (出典：自作)
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Fig.3 NGNの通信網統合の仕組み (出典：自作)

3 NGNがもたらす効果

NGN がもたらす効果には，通信の品質レベルの保証，
低コスト，メーカーに対する需要，高いセキュリティ，既

存のサービスを高度に実現などが挙げられる．

3.1 通信の品質レベルの保証

音声通信の音声品質や、映像通信の映像品質といった

通信の品質レベルを，QoS 機能で定義し、保証できるよ
うになるため，ユーザは，音声，画像，映像など複数の

サービスをストレスなくやり取りすることが可能になる．

　また，NGNでは通信事業者が許可したアプリケーショ
ンのみ通信可能であり，それぞれの通信ごとに通信事業

者が管理している．例えば，通信品質を保証するため，

IPパケットを転送する際，通信ごとに必ず SIPを用いた
制御を行う．

3.2 低コスト

インターネットは，世界中にある多数の ISP(Internet
Services Provider) のネットワークを相互接続した，グ
ローバルな IPネットワークである．あるユーザーがイン
ターネットに接続する場合，まず ISPに接続する．ユー
ザーは，その ISPを経由してインターネットとつながる．
　 NGN は現在の固定電話網と同様に，異なる通信事業
者の NGN が相互接続し，電話サービスを提供する．つ
まり NGN もインターネットと同様，グローバルな IP
ネットワークになる．そのため通信事業者は，インター

ネットなどで広く使われているルーターを利用すること

で，低いコストで電話網を構築できる．

3.3 メーカーに対する需要

日立や NEC などのメーカーは NGN を大きなビジネ
スとしてとらえている．まず NGN を構築するために
SIPサーバー,ルーターなど，新たな装置の需要が生まれ
る．さらに，それらを使ったネットワークの構築作業を

行う需要が生まれる．この他，メーカーは NGN によっ
て生じる新サービス向けの需要にも期待を寄せている．

例えば，遠隔医療サービスがある．遠隔地でも高速で大

容量のデータ通信が安定的に行えるため，遠隔手術など

が可能になる．

3.4 セキュリティ

従来のインターネットなどの IP通信網では，誰でも自
由に利用できる反面，データの改ざんやなりすましなど

の不正行為が可能だったが，NGN ではネットワーク自
体に帯域保証機能とセキュリティ機能をもっているので，

公衆網でありながら専用線同様の安定性と安全性を提供

することができる．これにより，映画などの大量のデー

タ通信が必要なアプリケーションに対しても帯域の保証

ができる．

　また，NGNでは端末がネットワークに接続する時点で
個別認証を行う．そのため，誰がどの端末からどの回線

に接続しているかを把握でき，高いセキュリティの実現

が可能である．

3.5 既存のサービスを高度に実現

NGN で高度に実現されるサービスの一例を以下に示
す．
• 映像配信
　これまでよりも最も高度な実現が期待されている

サービスが，映像配信である．IPを使ってテレビ映
像などを配信するというものである．NGN では帯
域保証機能により効率的に映像を配信でき，ハイビ

ジョンクラスの鮮明な画像になる．これ以外にも，

さまざまなコンテンツ配信サービスが NGN で提供
されるようになる．

• FMC(Fixed Mobile Convergence)
　 NGNの IMS技術を利用して，回線網が統合され
るという NGNの特徴を活かして，FMCというサー
ビスも NGNによって実現される予定である．FMC
とは，携帯電話と固定電話の違いを意識させない通

信サービスのことである．例えば，固定電話と携帯

電話がひとつの電話番号で利用できるサービス，携

帯通信と固定通信の料金請求をまとめるサービス，

携帯電話端末を固定電話にも利用できるサービスな

どがある．

4 今後の展望

今後 NGNの実用化が進むと，NGN独自のサービスが
数多く生まれると考えられる．例えば，パソコンで相手

とテレビ会議を行っている途中で，携帯電話に通話先を

移し，そのまま会議を継続させ，通信を切ることなくテ

レビ会議を行うことができるといったサービスが考えら

れる．これは，サービスごとに個別に作られていたネッ

トワーク網を統合することにより，様々なサービスを一

つのネットワークで提供できるという NGN の特徴を利
用したものである．
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